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先生やペアの友達と繰り返す中で、キーワード

と動詞“eat”“play”“see”の組み合わせを考え

ながら、センテンスを作りました。

本単元も４時間目、自信をもって話すことがで

きるようになっていました。

○ 「入国審査ゲーム」

ルール確認 ⇒ ゲーム

さあ、いよいよ、本時の中心となる活動「入国審査ゲームです。」６年生に

扮した先生方のモデル動画が、ゲームの理解を助けてくれました。

旅行者と審査官に分かれ、入国の理由を会話して、許可をもらうというゲ

ームです。こうしたゲームは、英語を正確に話すよりも、コミュニケーショ

ン能力の素地を高めることがねらい。先生から提示されためあては、

○ 大きな声で話すこと ○ 相手の目を見て話すこと でした。

○ 自分や友達のよかったことをふりかえる。

学習カードへの記入（自己評価） ⇒ 発表

笑顔で会話をしていた２人が先生に指名され、

Activity【コミュニケーション活動】

Comment【まとめ】

【Model】C1,C2：“Hello!”（with shake hands）
C1（旅行者）：“I want to go to America. ”
C2（入国審査官）：“Why？” 
C1：“I want to eat Hamburger.”
C2：“I see, welcome to America.”

Let’s play 入国

審査ゲーム！

Hello! 

Hello! 

Why？

I want to see Koala.

Welcome to 
America. 

I want to 
eat pizza. 
笑顔でやりとり
発表をしてくれました。

学習カードへの記入

でも、自分のがんばり、

友達のよさが書かれ、授

業が終わりました。

学習カードに記入


